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 シナノキ科
か

 シナノキ属
ぞく

 （落葉
らくよう

高木
こうぼく

） 

学名
がくめい

：Tilia Japonica 英名
えいめい

：Japanese Linden 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：斜
しゃ

心
しん

円形
えんけい

で、基部
き ぶ

がくぼんでハート形
がた

、先端
せんたん

はしっぽのように尖
とが

る 

   ふちは尖
とが

ったギザギザ（鋭
えい

鋸歯
きょし

）、葉 脈
ようみゃく

は裏
うら

に浮
う

き出
で

る、葉柄
ようへい

が長
なが

い、 

   無
む

毛
もう

(葉
は

の裏
うら

に星
せい

状
じょう

毛
もう

があればオオバボダイジュ）、互生
ごせい

 

・幹
みき

：皮
かわ

は灰
はい

褐 色
かっしょく

、浅
あさ

く縦
たて

に割
わ

れて粗
あら

い 

   シナシナ → アイヌ語
ご

で結
むす

ぶの意
い

、アイヌの人
ひと

たちは皮
かわ

を布
ぬの

や縄
なわ

の材 料
ざいりょう

とした 

・冬
とう

芽
が

：互生
ごせい

、広
こう

卵
らん

形
けい

または卵形
らんけい

、先端
せんたん

はやや尖
とが

る、２枚
まい

の芽
が

鱗
りん

に包
つつ

まれる 

   仮
か

頂芽
ちょうが

は側芽
そくが

よりやや大
おお

きい、長
なが

さ６～10mm、皮目
ひもく

はだ円
えん

形
けい

で多
おお

い 

   葉痕
ようこん

は半円形
はんえんけい

またはやや三角
さんかく

形
けい

、冬
とう

芽
が

と一年生
いちねんせい

枝
し

には毛
け

がない 

 

 

 カバノキ科
か

 ハンノキ属
ぞく

 （落葉
らくよう

高木
こうぼく

） 

学名
がくめい

：Alnus hirsuta 英名
えいめい

：(Alder) 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：広
こう

卵形
らんけい

～広
こう

だ円形
えんけい

、浅
あさ

い欠
けつ

刻
こく

状
じょう

鋸歯
きょし

、不揃
ふぞろ

いの大
おお

きな鋸歯
きょし

のふちに細
こま

かい鋸歯
きょし

 

   先
さき

は鈍
どん

頭
とう

、基部
き ぶ

は切
せつ

形
けい

～やや円形
えんけい

、側
そく

脈
みゃく

が裏
うら

に隆起
りゅうき

している、葉柄
ようへい

あり 

・幹
みき

：皮
かわ

は帯
たい

紫
し

褐 色
かっしょく

、平滑
へいかつ

、横長
よこなが

の灰色
はいいろ

の皮
ひ

目
もく

 

・冬
とう

芽
が

：互生
ごせい

、広
こう

倒
とう

卵形
らんけい

またはだ円 状
えんじょう

倒
とう

卵形
らんけい

、先端
せんたん

は丸
まる

いかやや尖
とが

る、２～３枚
まい

の芽
が

鱗
りん

 

    仮
か

頂芽
ちょうが

と側芽
そくが

ほぼ同形
どうけい

、芽
が

柄
へい

がある（有柄
ゆうへい

芽
が

） 

 

シナノキ （アカジナ） 

ヤマハンノキ 

ギザギザハート 

卵型 

ややとがる 

長い葉柄 

しっぽ 

浅く縦に割れる 

冬 芽 

互生 

大きな 

波状 
細かい 

ギザギザ 

切形～円形 不整形な鋸歯 

冬 芽 

互生 

有柄芽 
丸い 
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カバノキ科
か

 ハンノキ属
ぞく

 （落葉
らくよう

高木
こうぼく

） 

学名
がくめい

：Alnus hirsuta 英名
えいめい

：(Alder) 

 

                                 ・葉
は

：広
こう

卵形
らんけい

～卵
らん

円形
えんけい

 

                                    浅
あさ

い欠
けつ

刻
こく

状
じょう

重鋸歯
じゅうきょし

 

                                    基部
き ぶ

は切
せつ

～円形
えんけい

 

                                    側
そく

脈
みゃく

５～８対
つい

、互生
ごせい

 

                                    托
たく

葉
よう

あり 

 

 カバノキ科
か

 ハシバミ属
ぞく

 （落葉
らくよう

低木
ていぼく

） 

学名
がくめい

：Corylus Sieboldiana 英名
えいめい

：(Hazel) 

                                ・葉
は

：広
こう

倒
とう

卵形
らんけい

、先
さき

は急
きゅう

に尖
とが

る 

                                   重
じゅう

歯
し

牙
が

状
じょう

細
さい

鋸歯
きょし

 

                                   基部
き ぶ

はやや円形
えんけい

～ 

                                   やや浅
せん

心形
しんけい

、互生
ごせい

 

                                ・果実
かじつ

：堅
けん

果
か

で総
そう

苞
ほう

は筒 状
つつじょう

 

                                   先
さき

はくちばし状
じょう

 

                                   刺
し

毛
もう

を密生
みっせい

 

 

 バラ科
か

 ナナカマド属
ぞく

 （落葉
らくよう

高木
こうぼく

） 

学名
がくめい

：Sorbus alnifolia 英名
えいめい

：(Mountain-Ash) 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：広
こう

卵
らん

形
けい

～だ円形
えんけい

で先
さき

はとがる、互生
ごせい

、ふちは大 小
だいしょう

のギザギザ（重
じゅう

鋸歯
きょし

）、葉柄
ようへい

あり 

   側
そく

脈
みゃく

が明 瞭
めいりょう

、表
おもて

がくぼみ裏
うら

に突 出
とっしゅつ

する 

・幹
みき

：皮
かわ

は黒
こく

褐 色
かっしょく

、やや平滑
へいかつ

で縦
たて

裂
さ

けする 

・花
はな

：白
しろ

い花
はな

、赤
あか

い実
み

 

・冬
とう

芽
が

：互生
ごせい

、長
ちょう

卵形
らんけい

で先端
せんたん

は尖
とが

る、５～６枚
まい

の芽
が

鱗
りん

、頂芽
ちょうが

は側芽
そくが

よりやや大
おお

きい 

コバノヤマハンノキ （タニガワハンノキ） 

ツノハシバミ （ナガハシバミ） 

アズキナシ （カタスギ） 

托葉 

果実 

表が 

くぼむ 

とがる 

葉柄 

とがる 

冬 芽 

互生 

はっきり

した側脈 

二重の 

ギザギザ 



 - 33 - 

 カツラ科
か

 カツラ属
ぞく

 （落葉
らくよう

高木
こうぼく

） 

学名
がくめい

：Cercidiphyllum japonicum 英名
えいめい

：Katsura tree 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：円
まる

くて広
こう

卵形
らんけい

～卵
らん

円形
えんけい

、縁
ふち

は円
まる

い波
は

状
じょう

（鈍
どん

鋸歯
きょし

）、鋸歯
きょし

の先
さき

の腺点
せんてん

に小
ちい

さな水玉
みずたま

がつく 

   基部
き ぶ

は浅
あさ

い心
しん

形
けい

、長枝
ちょうし

では２列
れつ

になってつく（対生
たいせい

）、赤
あか

みを帯
お

びた葉柄
ようへい

あり 

   葉
は

や枝
えだ

が春
はる

は紅色
べにいろ

、秋
あき

は黄色
きいろ

 

・幹
みき

：皮
かわ

は灰
はい

褐 色
かっしょく

、若
わか

木
ぎ

は平滑
へいかつ

、老木
ろうぼく

は深
ふか

く縦
たて

に裂
さ

けて、薄
うす

い片
へん

となってはがれる 

・枝
えだ

：２本
ほん

ずつに分岐
ぶんき

してのびる、鋭角
えいかく

度
ど

で斜
しゃ

上
じょう

する 

・冬
とう

芽
が

：対生
たいせい

かやや対生
たいせい

、長
ちょう

だ円
えん

状
じょう

卵形
らんけい

または三角錐
さんかくすい

形
けい

、先端
せんたん

は尖
とが

る、２枚
まい

の芽
が

鱗
りん

 

    仮
か

頂芽
ちょうが

は２個
こ

、側芽
そくが

とほぼ同形
どうけい

 

・葉
は

を乾燥
かんそう

させると甘
あま

い香
かお

りがする→香
こう

の木
き

、香出（かづる）→カツラ 

・縁
えん

桂
かつら

（乙部町
おとべちょう

） 

 ニレ科
か

 ニレ属
ぞく

 （落葉
らくよう

高木
こうぼく

） 

学名
がくめい

：Ulmus Davidiana 英名
えいめい

：Japanese Elm 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：倒
とう

卵形
らんけい

～倒
とう

卵
らん

状
じょう

だ円
えん

形
けい

、枝
えだ

に互
たが

い違
ちが

いにつく互生
ごせい

の２列
れつ

生
せい

、ふちはギザギザ（二重
にじゅう

鋸歯
きょし

） 

   先
さき

は急
きゅう

に尖
とが

る、基部
き ぶ

は左右
さゆう

不
ふ

ぞろい、短毛
たんもう

がありざらつく、葉柄
ようへい

がある 

・幹
みき

：皮
かわ

は灰
はい

褐 色
かっしょく

、縦
たて

に不規則
ふきそく

に裂
さ

ける、樹皮
じゅひ

から丈夫
じょうぶ

な繊維
せんい

がとれる、 

   皮
かわ

をはぐとネバネバの樹液
じゅえき

、「ぬれの木
き

」 → ニレノキ 

・冬
とう

芽
が

：互生
ごせい

、卵形
らんけい

または卵 状
らんじょう

円錐形
えんすいけい

で先端
せんたん

は尖
とが

る、５～６の芽
が

鱗
りん

 

   仮
か

頂芽
ちょうが

は側芽
そくが

とほぼ同形
どうけい

かやや大
おお

きい 

・春
はる

に花
はな

が咲
さ

く → ハルニレ 

・アイヌ伝説
でんせつ

：ハルニレは女神
めがみ

、最高
さいこう

の「火
ひ

の神
かみ

」、ハルニレを擦
こす

って火
ひ

を得
え

ていた 

カツラ 

ハルニレ （アカダモ、ニレ） 

２列、枝先は 

２つに分かれる 
広卵形～卵円形 深く縦にさける 

波状 

冬 芽 

三角錐形 

頂芽２個 

対生 

ギザギザ 
ザラザラ 

冬 芽 

互生 
縦に不規則にさける 

卵形でとがる 

こける 

基部は左右不揃い 

急にとがる 
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 ケヤキ科
か

 ケヤキ属
ぞく

 （落葉
らくよう

高木
こうぼく

） 

学
がく

名
めい

：Zelkova serrata 英名
えいめい

：Keaki 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：卵
らん

状
じょう

披
ひ

針形
しんけい

、ふちははっきりしたギザギザ（鋸歯
きょし

）、先
さき

は尖
とが

る、互生
ごせい

で２列
れつ

生
せい

 

   葉柄
ようへい

あり、基部
き ぶ

は左右
さゆう

不揃
ふぞろ

いで円
まる

いかやや心
しん

形
けい

、平行
へいこう

な側
そく

脈
みゃく

が明 瞭
めいりょう

で歯
は

頭
がしら

にのびる 

・幹
みき

：皮
かわ

は灰
かい

白 色
はくしょく

、ほぼ平滑
へいかつ

、老木
ろうぼく

は大
おお

きな鱗片
りんぺん

となりはがれる 

・冬
とう

芽
が

：互生
ごせい

、卵形
らんけい

または円錐状
えんすいじょう

で先端
せんたん

は尖
とが

る、８～10枚
まい

の芽
が

鱗
りん

、仮
か

頂芽
ちょうが

と側芽
そくが

ほぼ同形
どうけい

 

 

 

 モクレン科
か

 モクレン属
ぞく

 （落葉
らくよう

高木
こうぼく

） 

学名
がくめい

：Magnolia obovata 英名
えいめい

：Japanese Big-leaf Magnolia 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：倒
とう

卵 状
らんじょう

長
ちょう

だ円形
えんけい

、厚
あつ

い大型
おおがた

の葉
は

、光沢
こうたく

あり、互生
ごせい

 

   ふちはなめらかでやや鈍
どん

頭
とう

、枝先
えださき

に集 中
しゅうちゅう

 

   裏
うら

は粉
こな

を帯
お

びたような白 色
はくしょく

 

・幹
みき

：皮
かわ

は灰
かい

白 色
はくしょく

、円形
えんけい

の皮目
ひもく

がある、枝
えだ

が太
ふと

い 

・花
はな

： ５～６月
がつ

に枝先
えださき

の葉
は

の中 心
ちゅうしん

で咲
さ

く白
しろ

い花
はな

は強
つよ

い香
かお

りを出
だ

す 

・冬
とう

芽
が

：互生
ごせい

、頂芽
ちょうが

は長
ちょう

紡錘形
ぼうすいけい

で先端
せんたん

は尖
とが

る、２枚
まい

の芽
が

鱗
りん

 

   頂芽
ちょうが

は側芽
そくが

より大
おお

きい、托葉
たくよう

痕
こん

は枝
えだ

を一 周
いっしゅう

、葉痕
ようこん

は大
おお

きく心形
しんけい

または腎
じん

形
けい

 

・ホオは大
おお

きな葉
は

で「包
つつ

む」 → ホオノキ 

 

ケヤキ 

ホオノキ （ホオガシワ） 

はっきりした

ギザギザ 
平行で 

はっきり 

互生 

冬 芽 

左右不揃い 

とがる 

丸い 

歯頭にのびる 

厚い大きな葉 

なめらか 

葉痕 

冬 芽 

おもて う ら 

甘い香り 
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 モクレン科
か

 モクレン属
ぞく

 （落葉
らくよう

高木
こうぼく

） 

学名
がくめい

：Magnolia kobus 英名
えいめい

：(Cucumber tree) 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：広
こう

倒
とう

卵
らん

形
けい

、互生
ごせい

、基部
き ぶ

がせまい、先
さき

は急
きゅう

に尖
とが

る、ふちは滑
なめ

らかで少
すこ

し波打
なみう

つ 

   なめし革
がわ

のようで厚
あつ

ぼったい、側
そく

脈
みゃく

はふち近
ちか

くで網 状
あみじょう

に連
つら

なる、葉柄
ようへい

あり 

・幹
みき

：皮
かわ

は黄色
きいろ

を帯
お

びた灰色
はいいろ

 

・果実
かじつ

：赤色
あかいろ

の種子
しゅし

が白
しろ

い糸
いと

で垂
た

れ下
さ

がる 

・冬
とう

芽
が

：互生
ごせい

、紡錘形
ぼうすいけい

または長
ちょう

だ円形
えんけい

で先端
せんたん

はやや尖
とが

る、長
なが

い毛
け

で覆
おお

われる 

   托
たく

葉
よう

痕
こん

は枝
えだ

を一 周
いっしゅう

、頂芽
ちょうが

は側芽
そくが

より大
おお

きく花芽
はなめ

は特
とく

に大
おお

きい 

・春一番
はるいちばん

に白
しろ

い花
はな

、アイヌ名
めい

「オマウクシニ」（よい香
かお

りがする木
き

） 

・つぼみの形
かたち

と実
み

を包
つつ

む袋
ふくろ

のデコボコした形
かたち

が「にぎりこぶし」に似
に

ている → コブシ 

 ミズキ科
か

 ミズキ属
ぞく

 （落葉
らくよう

高木
こうぼく

） 

学名
がくめい

：Cornus controversa 英名
えいめい

：Table dogwood 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：広
こう

卵形
らんけい

～だ円形
えんけい

、先
さき

は急
きゅう

にとがりふちは全
ぜん

縁
えん

 

   互生
ごせい

、枝先
えださき

に集 中
しゅうちゅう

、表
おもて

は緑
みどり

色
いろ

、裏
うら

は粉
こな

白 色
はくしょく

 

   側
そく

脈
みゃく

明 瞭
めいりょう

で裏
うら

に突 出
とっしゅつ

 

・幹
みき

：皮
かわ

は灰
はい

褐 色
かっしょく

でなめらか、老木
ろうぼく

は縦
たて

にさける 

・枝
えだ

：大
おお

枝
えだ

は幹
みき

に階段状
かいだんじょう

に輪
りん

生
せい

し、放射状
ほうしゃじょう

で水平
すいへい

 

・冬
とう

芽
が

：互生
ごせい

、長
ちょう

卵形
らんけい

または円 状
えんじょう

卵形
らんけい

で先端
せんたん

は尖
とが

る 

   ５～８枚
まい

の芽
が

鱗
りん

、頂芽
ちょうが

は大
おお

きく、側芽
そくが

はほとんど発達
はったつ

しない 

・水
みず

の木
き

（水分
すいぶん

が多
おお

い）→ミズキ 

・お正 月
しょうがつ

の繭玉
まゆだま

の木
き

 

キタコブシ 

ミズキ 

基部はせまい 

とがる 

なめらかで 

少し波打つ 

冬 芽 

葉芽 花芽 

長い毛で 

覆われる 

階段状に輪生 

なめらか 

とがる

実 

１段目 

２段目 

３段目 

測脈が 

はっきり 

冬 芽 

側芽がない 
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 エゴノキ科
か

 エゴノキ属
ぞく

 （落葉
らくよう

高木
こうぼく

） 

学名
がくめい

：Styrax japonica 英名
えいめい

：Japanese snowbell 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：長
ちょう

だ円形
えんけい

、先
さき

は鋭
するど

く尖
とが

り、基部
き ぶ

はくさび形
がた

、葉先
はさき

のほうに細
さい

鋸歯
きょし

、互生
ごせい

 

・花
はな

は白 色
はくしょく

で５深
しん

裂
れつ

、果実
かじつ

は卵
らん

円形
えんけい

、灰
かい

緑 色
りょくしょく

、果皮
か ひ

にエゴサポニン（毒性
どくせい

あり）：石
せっ

けんの代用
だいよう

品
ひん

 

 

 

 ブナ科
か

 クリ属
ぞく

 （落葉
らくよう

高木
こうぼく

） 

学名
がくめい

：Castanea cerenata 英名
えいめい

：Chestnut 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：長
ちょう

だ円
えん

形
けい

～長
ちょう

だ円形
えんけい

状
じょう

披
ひ

針
しん

形
けい

 

   二
に

列
れつ

互生
ごせい

、基部
き ぶ

は左右
さゆう

不揃
ふぞろ

い、緑 色
みどりいろ

のトゲ 

   光沢
こうたく

あり側
そく

脈
みゃく

(16～23対
つい

)は裏
うら

に浮
う

き出
で

て 

   平行
へいこう

 

・幹
みき

：皮
かわ

は淡
たん

黒
こく

褐 色
かっしょく

 

   初
はじ

めは滑
なめ

らかだが後
のち

に縦
たて

に裂
さ

ける 

・枝
えだ

：淡
たん

緑
りょく

色
しょく

から暗褐色
あんかっしょく

となり、多
おお

くの皮
ひ

目
もく

がある 

・冬
とう

芽
が

：互生
ごせい

、広
こう

卵形
らんけい

または円錐形
えんすいけい

で先端
せんたん

はやや尖
とが

る、３～４枚
まい

の芽
が

鱗
りん

 

・クリの実
み

、イガグリ：黒
くろ

い実
み

 → くろ実
み

 → クリ 

 

 

 

エゴノキ 

クリ 

白い小さな実 

葉先に 

ギザギザ 

エグイ 

アクが強い 

辛い刺激

甘い香り 

葉の拡大 

細長い 

互生 

緑色のトゲ 

測脈が平行 

冬 芽 

互生 
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 カキノキ科
か

 カキノキ属
ぞく

 （落葉
らくよう

高木
こうぼく

） 

学名
がくめい

：Diospyros Lotus 英名
えいめい

：Date Plum  （中 国
ちゅうごく

原産
げんさん

） 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：だ円形
えんけい

～長
ちょう

だ円形
えんけい

、ふちは全縁
ぜんえん

、先端
せんたん

はとがる、若葉
わかば

は表
おもて

にも毛
け

がある 

   裏
うら

はやや灰
かい

白 色
はくしょく

で毛
け

がある、互生
ごせい

、落葉樹
らくようじゅ

 

・果実
かじつ

：秋
あき

に黄色
きいろ

に熟
じゅく

す、柿
かき

渋
しぶ

をとる 

 

 

 ヤナギ科
か

 ヤナギ属
ぞく

 （落葉
らくよう

高木
こうぼく

） 

学名
がくめい

：Salix sachalinensis 英名
えいめい

：(Willow) 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：披
ひ

針
しん

形
けい

～狭
きょう

長
ちょう

だ円形
えんけい

、互生
ごせい

、ふちは波
は

状
じょう

微
び

凸
とつ

鋸歯
きょし

、裏
うら

に巻
ま

き込
こ

む 

   先
さき

は長
なが

く鋭
するど

く尖
とが

る、基部
き ぶ

はくさび形
がた

 

・湿地
しっち

や河岸
かわぎし

に生
は

える、護岸
ごがん

用
よう

などに利用
りよう

される 

 

 

 

 

 

 

 

マメガキ （シナノガキ、ブドウガキ） 

オノエヤナギ （ナガバヤナギ） 

大きなヘタ 

カキの実 
なめらか 

とがる 

細長い形 

波状微凸鋸歯 
葉の拡大 



 - 38 - 

 ヤナギ科
か

 ヤナギ属
ぞく

 （落葉
らくよう

高木
こうぼく

） 

学名
がくめい

：Salix matsudana 英名
えいめい

：Contorted Willow  （中 国
ちゅうごく

、朝 鮮
ちょうせん

、東
ひがし

シベリア原産
げんさん

） 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：線 状
せんじょう

披
ひ

針形
しんけい

、ふちは点
てん

状
じょう

鋸歯
きょし

、先
さき

は長
なが

く鋭
するど

く尖
とが

る、全体
ぜんたい

に大
おお

きく波
なみ

打
う

つ、互生
ごせい

 

   基部
き ぶ

はやや円形
えんけい

、表
おもて

は濃 緑 色
のうりょくしょく

、裏
うら

は粉
こな

白 色
はくしょく

、葉柄
ようへい

あり 

・幹
みき

：直立
ちょくりつ

し、小枝
こ えだ

は下垂
かすい

して蛇
へび

状
じょう

にねじれる 

・街路樹
がいろじゅ

や公園樹
こうえんじゅ

として利用
りよう

される 

 

 ヤナギ科
か

 ヤナギ属
ぞく

 （落葉
らくよう

高木
こうぼく

） 

学名
がくめい

：Salix babylonica  英名
えいめい

：Weeping willow （中 国
ちゅうごく

原産
げんさん

） 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：披
ひ

針形
しんけい

から線 状
せんじょう

披
ひ

針形
しんけい

、先
さき

は次第
しだい

に狭
せま

くなり鋭
するど

く尖
とが

る、基部
き ぶ

は鋭
えい

形
けい

、ふちは細鋸歯
さいきょし

 

   表
おもて

は濃
のう

緑 色
りょくしょく

、裏
うら

は粉
こな

白 色
はくしょく

、葉柄
ようへい

あり、互生
ごせい

 

・枝
えだ

：細
ほそ

く長
なが

く下垂
かすい

する 

・街路樹
がいろじゅ

や公園樹
こうえんじゅ

として利用
りよう

される 

 

 

 

 

 

 

 

ウンリュウヤナギ 

シダレヤナギ （イトヤナギ） 

点状鋸歯 

互生 
基部は円形 全体がねじれている 

葉は波打っている 

葉の拡大 

細鋸歯 

披針形 

互生 

細長く平ら 
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 広葉樹
こ う よ う じ ゅ

   ◎単
たん

葉
よう

：落葉
らくよう

する低木
ていぼく

 

 

 クマツヅラ科
か

 ムラサキシキブ属
ぞく

 （落葉
らくよう

低木
ていぼく

） 

学名
がくめい

：Callicarpa japonica 英名
えいめい

：Japanese Beautyberry 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：薄
うす

い洋
よう

紙
し

質
しつ

、長
ちょう

だ円形
えんけい

、先
さき

は鋭
するど

く尖
とが

る、細
さい

鋸歯
きょし

、基部
き ぶ

はくさび形
がた

、対生
たいせい

 

・花
はな

：淡
あわ

い紫 色
むらさきいろ

の花
はな

が集
あつ

まってつく、４裂
れつ

 

・果実
かじつ

：約
やく

３mmの球 形
きゅうけい

、美
うつく

しい紫 色
むらさきいろ

 

・冬
とう

芽
が

：裸
ら

芽
が

で枝
えだ

の先端
せんたん

に頂芽
ちょうが

を１個
こ

、側芽
そくが

は対生
たいせい

、紡錘形
ぼうすいけい

または長
ちょう

卵形
らんけい

 

   やや偏平
へんぺい

で先
さき

は尖
とが

り反
そ

り返
かえ

る、頂芽
ちょうが

は側芽
そくが

より大
おお

きい、星 状
せいじょう

毛
もう

あり 

 

 クマツヅラ科
か

 クサギ属
ぞく

 （落葉
らくよう

低木
ていぼく

） 

学名
がくめい

：Clerodendron trichotomum 英名
えいめい

：Glory-Bower 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：三角
さんかく

状
じょう

心形
しんけい

～広
こう

卵形
らんけい

、基部
き ぶ

が広
ひろ

く先
さき

がとがる、細
さい

鋸歯
きょし

 

   若
わか

い枝葉
しよう

に軟毛
なんもう

あり、強
つよ

い臭気
しゅうき

、対生
たいせい

、基部
き ぶ

は左右
さゆう

不揃
ふぞろ

い 

・幹
みき

：灰色
はいいろ

～灰
はい

褐 色
かっしょく

、大
おお

きな皮
ひ

目
もく

 

・花
はな

：白 色
はくしょく

で、先
さき

が５裂
れつ

、がくは赤
あか

色
いろ

、果実
かじつ

は藍色
あいいろ

 

・冬
とう

芽
が

：裸
ら

芽
が

で枝先
えださき

に頂芽
ちょうが

が１個
こ

、側芽
そくが

は対生
たいせい

 

   円錐形
えんすいけい

で先端
せんたん

は尖
とが

る、頂芽
ちょうが

は側芽
そくが

より大
おお

きい 

・臭
くさ

い木
き

 → くさいき → クサギ 

ムラサキシキブ 

クサギ 

紫色の実 
淡い紫色の花 

細鋸歯 

とがる 

冬 芽 

対生 

裸芽 

星状毛 反り返る 

冬 芽 

花は白 

がくは赤 

側芽対生 

頂芽１個 

がくは赤 果実は藍色 
独特の臭い

甘い香り 

長い葉柄 

とがる 

細鋸歯 

ほぼ三角形状心形 
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 ユキノシタ科
か

 アジサイ属
ぞく

 （落葉
らくよう

低木
ていぼく

） 

学名
がくめい

：Hydrangea macrophylla 英名
えいめい

：(Hydrangea) 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：十字
じゅうじ

対生
たいせい

、広
こう

だ円形
えんけい

～卵
らん

状
じょう

広
こう

だ円形
えんけい

、先
さき

は尖
とが

る 

   ふちはやや大
おお

きな鋸歯
きょし

、表
おもて

は濃
のう

緑 色
りょくしょく

で光沢
こうたく

がある 

   網 状
もうじょう

脈
みゃく

はくぼむ、葉
は

は厚
あつ

い 

   裏
うら

は淡
たん

緑 色
りょくしょく

で網 状
もうじょう

脈
みゃく

が突 出
とっしゅつ

する、葉柄
ようへい

あり 

・花
はな

：本年
ほんねん

の枝先
えださき

に散
さん

房
ぼう

状
じょう

集
しゅう

散
さん

花序
かじょ

 

   両 生
りょうせい

花
か

多数
たすう

とふちに「装 飾
そうしょく

花
か

」（中 性
ちゅうせい

花
か

・無性
むせい

花
か

、実
み

を結
むす

ばない花
ばな

）をつける 

   淡
あわ

い青 紫 色
あおむらさきいろ

～淡
あわ

い紅色
べにいろ

 

・冬
とう

芽
が

：頂芽
ちょうが

は裸
ら

芽
が

で長卵形
ちょうらんけい

、側芽
そくが

は対生
たいせい

 

 

 ユキノシタ科
か

 アジサイ属
ぞく

 （落葉
らくよう

低木
ていぼく

） 

学名
がくめい

：Hydrangea paniculata 英名
えいめい

：(Hydrangea) 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：だ円形
えんけい

～卵
らん

形
けい

、ふちに細
さい

鋸歯
きょし

、先
さき

は尖
とが

る、対生
たいせい

 

・冬
とう

芽
が

：枝
えだ

の先端
せんたん

に頂芽
ちょうが

を１個
こ

、側芽
そくが

は対生
たいせい

または三輪
さんりん

生
せい

 

   円錐形
えんすいけい

または半 球
はんきゅう

形
けい

で先端
せんたん

はやや尖
とが

るか丸
まる

い、４～６枚
まい

の芽
が

鱗
りん

、頂芽
ちょうが

は側芽
そくが

より大
おお

きい 

・皮
かわ

から製紙用
せいしよう

の「のり」を採
と

った：糊
のり

の木
き

、ネリノキ、糊
のり

を採
と

るウツギ（幹
みき

の髄
ずい

が空
から

の木
き

） 

・大柄
おおがら

の花
はな

は「装 飾
そうしょく

花
か

」（中 性
ちゅうせい

花
か

・無性
むせい

花
か

、実
み

を結
むす

ばない花
ばな

） 

   本当
ほんとう

の花
はな

は、中 央
ちゅうおう

にある細
こま

かな粒
つぶ

のように見
み

えるもの 

エゾアジサイ 

ノリウツギ （サビタ） 

表がくぼむ 

厚くて 

ゴワゴワ 

鋸歯 
対生 

装飾花 

とがる 
花と装飾花 

細鋸歯 

冬 芽 

薄くはがれる 

頂芽１個 

側芽対生 

両性花 


